
北
海
道
＝
男
性
３
、
女

性
１
、
計
４
　
青
森
県
＝

男
性
１
　
岩
手
県
＝
男
性

２
、
女
性
１
、
計
３
　
宮

城
県
＝
男
性
３
、
女
性
２

、
計
５
　
秋
田
県
＝
男
性

１
　
山
形
県
＝
男
性
２
　

福
島
県
＝
男
性
２
　
茨
城

県
＝
男
性
14
、
女
性
３
、

計
17

栃
木
県
＝
男
性

１
、
女
性
２
、
計
３
　
群

馬
県
＝
男
性
４
　
埼
玉

県
＝
男
性
３
５
６
、
女
性

１
０
２
、
計
４
５
８
　
千

葉
県
＝
男
性
63
、
女
性
25
、

計
88

東
京
都
＝
男
性
３

２
９
３
（
内
練
馬
区
２
３

２
３
）
、
女
性
１
０
８
８

（
同
７
８
２
）、
計
４
３
８

１
（
同
３
１
０
５
）

神

奈
川
県
＝
男
性
１
３
４
、

女
性
39
、
計
１
７
３
　
新

潟
県
＝
男
性
３
、
女
性
１
、

計
４
　
山
梨
県
＝
女
性
１
　

長
野
県
＝
男
性
６
　
岐

阜
県
＝
男
性
１
　
静
岡

県
＝
男
性
４
　
愛
知
県
＝

男
性
５
　
三
重
県
＝
男
性

１
　
京
都
府
＝
男
性
２

大
阪
府
＝
男
性
10
、
女
性

１
、
計
11

兵
庫
県
＝
男

性
４
　
鳥
取
県
＝
女
性
１
　

広
島
県
＝
男
性
１
、
女

性
１
、
計
２
　
山
口
県
＝

男
性
２
　
福
岡
県
＝
男
性

３
　
長
崎
県
＝
女
性
１

熊
本
県
＝
男
性
１
、
女
性

１
、
計
２
　
大
分
県
＝
男

性
１
　
沖
縄
県
＝
男
性
１
　

合
計
　
男
性
３
９
２

４
、
女
性
１
２
７
０
、
計

５
１
９
４

19
歳
以
下
＝
男
性
45
、

女
性
９
、
計
54

20
歳

代
＝
男
性
３
０
５
、
女
性

１
４
９
、
計
４
５
４
　
30

歳
代
＝
男
性
１
０
２
５
、

女
性
３
２
２
、
計
１
３
４

７
　
40
歳
代
＝
男
性
１
４

２
６
、
女
性
４
９
１
、
計

１
９
１
７
　
50
歳
代
＝
男

性
８
０
７
、
女
性
２
３
２
、

計
１
０
３
９
　
60
歳
代
＝

男
性
２
６
４
、
女
性
61

、

計
３
２
５
　
70
歳
代
＝
男

性
52
、
女
性
５
、
計
58

合
計
＝
５
１
９
４

３
面
に
関
連
記
事

４
月
20
日
号
と
５
月
５
日

号
は
、
合
併
号
と
し
て
４
月

22
日
よ
り
配
布
い
た
し
ま
す
。

光
が
丘
新
聞
社

３
月
29
日
、
４
６
７
４
人
が
出
走

平
成
27
年
３
月
29
日
、
練
馬
こ
ぶ
し
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
が

開
催
さ
れ
た
。
出
走
す
る
４
６
７
４
人
が
都
立
光
が
丘
公
園
北
を
８
時
に

ス
タ
ー
ト
。
光
が
丘
北
大
通
り
か
ら
同
西
大
通
り
、
同
中
央
大
通
り
で
右

折
（
２
㌔
㍍
付
近
）
、
笹
目
通
り
へ
、
谷
原
交
差
点
を
左
折
、
目
白
通
り

へ
進
み
、
練
馬
中
央
陸
橋
を
左
、
環
状
八
号
線
か
ら
陸
上
自
衛
隊
練
馬
駐

屯
地
西
で
左
折
、
川
越
街
道
（
８
㌔
㍍
付
近
）
を
約
１
㌔
㍍
過
ぎ
、
豊
島

園
通
り
を
走
行
、
光
が
丘
公
園
東
を
目
指
し
（
10
㌔
㍍
付
近
）
光
が
丘
公

園
北
大
通
り
ス
タ
ー
ト
地
点
を
抜
け
、
同
西
大
通
り
、
同
中
央
大
通
り
を

抜
け
光
が
丘
７
丁
目
・
３
丁
目
光
が
丘
南
大
通
り
を
左
へ
、
同
東
大
通
り

か
ら
光
が
丘
公
園
内
を
一
周
し
て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
、
全
21
・
０
９
７
５
㌔

㍍
を
走
っ
た
。
完
走
は
４
４
６
４
人
。
完
走
率
95
・
51
％
。

完
走
率
は
95
・
51
％

主催　ねりまこぶしハーフ
マラソン実行委員会

後援　東京都、株式会社スポ
ーツニッポン新聞社

お
知
ら
せ

１
都
１
道
２
府
28
県

か
ら
の
参
加
登
録
数

年
代
・
男
女
別

40
代
が
ト
ッ
プ

スタート　右から２人目ゲストランナー川内優輝



3月22日9時、日本全国から14,667人が荒川河川敷

（板橋区舟渡3丁目先）をスタートして荒川大橋（江

戸川区小松川3丁目）付近で折り返す42.195Kmをラ

ンナーらが参加、制限時間は7時間に設定したので完

走率は97％を超えた。

この他、500メートルと200メートルの短距離を小

学生が走る「キッズラン」。中学生対象の「ジュニア

3キロ」高校生と一般が対象の「5キロ」中学生以上

対象の「車いす1キロ」があり、家族や仲間でランニ

ングを楽しむ姿がバラエティに目に焼きついた。

芸人を続けながら一時、カンボジアのオリンピック代表
選手に選ばれた。身長147cm。

主催　板橋Cityマラソン実行委員会＝板橋区　国土交通省
荒川下流河川事務所　公益財団法人東京陸上競技会
読売新聞社

主管　公益財団法人東京陸上競技協会　

【マラソン記録】
日本陸連登録の部　男子　清水芳史（埼玉県）2時間26分14秒

女子　松本恭子（千葉県）2時間48分48秒
一般の部　　　　　男子　須永義伸（埼玉県）2時間34分59秒

女子　鈴木明子（東京都）3時間05分13秒

参加ランナーは延べ1万6000

今回のゲストランナーは猫ひろし

一
般
の
部
５
㎞
中
央
は
猫
　
ひ
ろ
し

キ
ッ
ズ
ラ
ン
と
猫
　
ひ
ろ
し

女
子
１
位
　
松
本
恭
子

男
子
１
位
　
清
水
芳
史

ス
タ
ー
ト



【
特
別
協
賛
】

株
式
会
社
オ
ー
エ
ン
ス
、
Ｊ

Ａ
東
京
あ
お
ば
、
公
益
社
団
法

人
全
日
本
不
動
産
協
会
東
京
都

本
部
練
馬
支
部
、
株
式
会
社
タ

ム
ラ
製
作
所
、
Ｎ
ｅ
ｒ
ｉ
ｍ
ａ

Ｂ
Ｍ
Ｗ
（
株
式
会
社
東
立
）
、

光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
Ｕ
Ｒ
（
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
）

【
協
賛
】

一
般
社
団
法
人
練
馬
区
観
光

協
会
、
太
陽
ス
テ
ン
レ
ス
ス
プ

リ
ン
グ
株
式
会
社
、
公
益
社
団

法
人
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
練
馬
区
支
部
、
株
式
会
社

み
ず
ほ
銀
行
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
ル
ネ
サ
ン
ス
、
ミ
ズ
ノ
株
式

会
社
、
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
コ
ム

東
京
、
太
陽
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
、
株
式
会
社
フ
ォ

ト
ク
リ
エ
イ
ト
、
株
式
会
社
タ

ニ
タ
　
株
式
会
社
東
基
、
東
京

ド
ー
ム
グ
ル
ー
プ
（
東
京
ド
ー

ム
ス
ポ
ー
ツ
・
東
京
ド
ー
ム
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
）、
ア
ゴ
ラ

造
園
株
式
会
社
、
有
限
会
社
豊

玉
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
城
北
信
用

金
庫
谷
原
支
店
、
三
井
の
リ
ハ

ウ
ス
石
神
井
公
園
店
、
株
式
会

社
い
な
げ
や
、
東
京
都
環
境
衛

生
事
業
協
同
組
合
練
馬
区
支

部
、
日
本
電
気
株
式
会
社
、
練

馬
区
し
ん
き
ん
協
議
会
、
社
会

福
祉
法
人
奉
優
会
、
株
式
会
社

日
南
、
富
士
通
株
式
会
社
、
日

本
電
子
計
算
株
式
会
社
、
ラ
ビ

ッ
ト
ホ
ー
ム
ズ
株
式
会
社
、
鈴

茂
器
工
株
式
会
社
、
ニ
ュ
ー
・

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
、
一
般
社

団
法
人
練
馬
区
医
師
会
、
一
般

社
団
法
人
練
馬
区
薬
剤
師
会
、

練
馬
区
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同

組
合
、た
か
ま
つ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行
、
株

式
会
社
ア
ン
テ
ン
ド
ゥ
、
有
限

会
社
吉
田
義
肢
装
具
研
究
所
、

東
京
商
工
会
議
所
練
馬
支
部
、

株
式
会
社
秋
山
、
公
益
社
団
法

人
練
馬
区
西
法
人
会
、
順
天
堂

大
学
医
学
部
附
属
練
馬
病
院
、

一
般
社
団
法
人
東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
練
馬
支
部
、
練
馬

区
職
員
労
働
組
合
、
社
会
福
祉

法
人
練
馬
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
一
般
社
団
法
人
練
馬
産
業

連
合
会
、成
増
興
業
株
式
会
社
、

株
式
会
社
東
京
都
民
銀
行
江
古

田
支
店
、
株
式
会
社
豊
明
社
、

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興

協
会
練
馬
光
が
丘
病
院
、
キ
ッ

ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
、
東
財
建
設
株
式
会
社
、
公

益
社
団
法
人
練
馬
区
歯
科
医
師

会
、
練
馬
区
商
店
街
連
合
会
、

株
式
会
社
ル
ー
ト
・
サ
ー
ビ

ス
、
社
会
福
祉
法
人
練
馬
区
社

会
福
祉
事
業
団
、
株
式
会
社
ジ

ェ
イ
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
カ
デ
ン

ツ
ァ
光
が
丘
、
株
式
会
社
小
沢

組
、
広
友
リ
ー
ス
株
式
会
社
、

株
式
会
社
コ
ル
ノ
マ
カ
ロ
ニ
、

野
村
證
券
株
式
会
社
練
馬
支

店
、
税
理
士
法
人
矢
崎
会
計
事

務
所
、株
式
会
社
五
十
嵐
商
会
、

東
京
税
理
士
会
練
馬
東
支
部
、

練
馬
建
物
総
合
管
理
協
同
組

合
、
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
株
式
会
社
、
株
式
会
社

ナ
イ
ル
商
会
、
新
東
都
テ
ス
タ

ー
株
式
会
社
、
株
式
会
社
ラ
イ

フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
井
口

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
株
式
会
社
、
清

水
・
西
武
建
設
協
同
企
業
体
、

瀧
島
商
事
株
式
会
社
、
日
立
キ

ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
耐
震
総
合
安
全
機
構
、
大

東
京
信
用
組
合
富
士
見
台
支

店
、
公
益
財
団
法
人
練
馬
区
文

化
振
興
協
会
、
シ
ナ
リ
ー
株
式

会
社
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会

東
京
会
練
馬
会
、
東
京
都
住
宅

供
給
公
社
、
株
式
会
社
雅
香
岡

田
、
東
京
税
理
士
会
練
馬
西
支

部
、
株
式
会
社
フ
ル
ー
ツ
、
公

益
社
団
法
人
練
馬
東
法
人
会
、

東
京
調
理
株
式
会
社
、
全
労
済

東
京
都
本
部
北
部
支
所
、
毎
日

興
業
株
式
会
社
、
か
ち
ど
き
製

粉
株
式
会
社
、
中
央
労
働
金
庫

池
袋
支
店
、
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会

社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヘ
ル
ス
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
、
ア
カ
オ
ア
ル
ミ
株

式
会
社
、
株
式
会
社
練
馬
風
月

堂
　
（
順
不
同
）

【
協
力
】

光
が
丘
警
察
署
、
練
馬
警
察

署
、
石
神
井
警
察
署
、
光
が
丘

消
防
署
、
練
馬
消
防
署
、
石
神

井
消
防
署
、
公
益
社
団
法
人
練

馬
区
体
育
協
会
、
練
馬
区
陸
上

競
技
協
会
、
練
馬
区
交
通
安
全

協
会
、石
神
井
交
通
安
全
協
会
、

光
が
丘
交
通
安
全
協
会
、
練
馬

区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、

練
馬
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
、
練
馬
区
町
会
連
合
会
、
光

が
丘
地
区
連
合
協
議
会
、
一
般

社
団
法
人
練
馬
区
産
業
振
興
公

社
、
一
般
社
団
法
人
練
馬
産
業

連
合
会
、
東
京
商
工
会
議
所
練

馬
支
部
、
公
益
社
団
法
人
練
馬

東
法
人
会
、
公
益
社
団
法
人
練

馬
西
法
人
会
、
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お

ば
、
練
馬
区
商
店
街
連
合
会
、

一
般
社
団
法
人
練
馬
区
観
光
協

会
、
一
般
社
団
法
人
練
馬
区
医

師
会
、
練
馬
区
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
協
議
会
、
練
馬
区
立
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
、
西
武

バ
ス
株
式
会
社
、
国
際
興
業
株

式
会
社
、
一
般
社
団
法
人
練
馬

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
公
益
社
団

法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
練
馬

光
が
丘
病
院
、
順
天
堂
大
学
医

学
部
附
属
練
馬
病
院
、
公
益
社

団
法
人
東
京
都
柔
道
整
復
師
会

練
馬
支
部
（
順
不
同
）

【
大
会
役
員
・
実
行
委
員
会
】

▽
実
行
委
員
会
会
長
＝
練
馬

区
長
　
前
川
燿
男
▽
同
副
会

長
＝
公
益
社
団
法
人
練
馬
区
体

育
協
会
代
理
理
事
　
石
川
正
子

練
馬
区
陸
上
競
技
協
会
副
会

長
　
山
廼
邉
　
昭
　
一
般
社
団

法
人
練
馬
区
産
業
振
興
公
社
理

事
長
・
一
般
社
団
法
人
練
馬
産

業
連
合
会
会
長
・
東
京
商
工
会

議
所
練
馬
支
部
会
長
　
横
山
正

二
　
練
馬
区
副
区
長
　
琴
尾
隆

明
　
山
内
隆
夫
　
練
馬
区
教
育

委
員
会
教
育
長
　
河
口
　
浩
▽

実
行
委
員
＝
練
馬
区
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
副
理
事
長
　
下

間
和
夫
　
練
馬
区
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会
会
長
　
太
田
雄
三

練
馬
区
町
会
連
合
会
副
会
長
・

光
が
丘
地
区
連
合
協
議
会
会
長

高
橋
司
郎
　
公
益
社
団
法
人
練

馬
法
人
会
副
会
長
　
加
藤
芳
信

公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人

会
副
会
長
　
森
瀬
宗
忠
　
東
京

あ
お
ば
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
　
榎
本
高
一
　
練
馬

区
商
店
街
連
合
会
副
会
長
　
荒

木
正
巳
　
一
般
社
団
法
人
練
馬

区
医
師
会
理
事
　
大
野
邦
彦

練
馬
区
立
小
学
校
長
会
代
表
　

伊
藤
　
隆
　
練
馬
区
立
中
学
校

長
会
副
会
長
　
赤
木
宏
行
　
練

馬
区
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議

会
会
長
　
坂
田
直
哉
　
練
馬
区

立
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会

副
会
長
　
下
村
恭
子
▽
監
事
＝

一
般
社
団
法
人
練
馬
区
観
光
協

会
会
長
　
篠
　
利
雄
　
練
馬
区

会
計
管
理
室
長
　
吉
本
卓
裕
▽

事
務
局
長
＝
練
馬
区
区
民
生
活

事
業
本
部
地
域
文
化
部
長
　
中

村
哲
明
▽
事
務
局
次
長
＝
同
シ

テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
担
当
課
長
　
三

浦
康
彰
▽
事
務
局
＝
同
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長
　
齋
藤
新
一
　
同

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係
長

杉
本
規
子
　
同
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
管
理
係
次
席
　
楠
井
道
雄
　

同
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施
設
計
画

担
当
係
　
高
橋
愛
征
　
同
シ
テ

ィ
マ
ラ
ソ
ン
担
当
課
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
担
当
係
長
　
石
山
靖
浩

同
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
担
当
課

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
担
当
係
次
席

松
田
典
之
　
同
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ

ン
担
当
課
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
担

当
係
　
佐
藤
　
力
　
渡
邊
政
努
　

神
戸
明
子
　
高
澤
　
希

【総合男子】
1位　板垣辰矢　　神奈川県　JP日本郵政　　　1：06：50
2位　飯塚淳司　　群馬県　　かけっこ和光　　1：10：23
3位　和田孝司　　東京都　　多摩川クラブ　　1：10：57
4位　田邊秀斗　　東京都　　　　　　　　　　1：11：00
5位　赤間順一　　東京都　　埼玉石川眼科　　1：11：01
6位　大脇佑介　　東京都　　　　　　　　　　1：11：04
7位　大石賢　　　東京都　　都立橘高教員　　1：11：42
8位　中家佑樹　　東京都　　日本郵政　　　　1：12：10

【総合女子】
1位　吉田香織　　東京都　　ランナーズパル　1：16：12
2位　窪田怜子　　東京都　　大泉スマラン　　1：20：20
3位　大宮真弓　　東京都　　　　　　　　　　1：24：28
4位　橋本さおり　東京都　　　　　　　　　　1：26：35
5位　遠藤麻美　　東京都　　　　　　　　　　1：27：26
6位　吉村有子　　東京都　　ランバディ　　　1：27：50
7位　酒井知子　　北海道　　　　　　　　　　1：28：09
8位　朝岡真弓　　東京都　　光が丘OS 1：29：00

練
馬
こ
ぶ
し
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
結
果

男
子
１
位
　
板
垣
辰
矢

女
子
１
位
　
吉
田
香
織

スタート地点であいさつする前川燿男実行委員会会長

川内優輝・谷川真理ゲス
ト選手のトークショウ

テツandトモのミニライブ

こぶしや桜の沿道を走るランナーたちを応援する区民



▽
光
丘
　
加
藤
万
一
郎

（
小
金
井
北
）

▽
練
馬
　
井
上
雅
誠

（
光
丘
）

▽
練
馬
　
槌
田
勝
枝

（
鷺
宮
）

▽
練
馬
　
田
邊
さ
え

（
青
海
総
合
）

▽
田
柄
　
寺
崎
幸
弘

（
六
本
木
）

▽
田
柄
　
太
田
礼
子

（
永
福
学
園
）

▽
田
柄
　
村
上
　
猛

（
北
園
）＊　

　
＊
　
　
＊

▽
小
山
台
　
大
谷
里
志

（
光
丘
）

▽
稔
ケ
丘
　
戸
崎
秀
之

（
田
柄
）

▽
文
京
　
樋
口
千
恵
子

（
田
柄
）

▽
板
橋
　
山
川
隼
人

（
田
柄
）

▽
千
早
　
佐
藤
利
明

（
田
柄
）

▽
蔵
前
工
　
酒
井
健
太

郎
（
光
丘
）

▽
光
が
丘
第
一
　
佐
藤

め
ぐ
み
（
光
が
丘
第
三
）

▽
光
が
丘
第
三
　
高
橋

吉
久
（
大
泉
学
園
桜
）

▽
光
が
丘
第
三
　
土
田

弘
明
（
上
石
神
井
）

▽
光
が
丘
第
三
　
古
川

洋
子
（
小
平
第
三
）

▽
光
が
丘
第
四
　
上
村

博
美
（
桜
川
）

▽
光
が
丘
第
四
　
木
内

貴
士
（
清
瀬
）

▽
光
が
丘
第
四
　
三
宅

和
代
（
開
進
第
一
）

▽
田
柄
　
時
松
秀
行

（
桜
修
館
中
等
教
育
）

▽
練
馬
東
　
山
上
た
か

子
（
中
村
）

▽
練
馬
東
　
岡
田
恭
子

（
北
町
）

▽
谷
原
　
佐
伯
登
美
子

（
光
が
丘
第
四
）

▽
八
坂
　
下
ノ
村
　
隆

（
中
瀬
）

▽
八
坂
　
原
口
文
香

（
田
無
第
一
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
大
泉
西
　
赤
星
裕
美

（
谷
原
）

▽
三
原
台
　
園
田
満
雄

（
練
馬
東
）

▽
篠
崎
　
江
部
直
幸

（
田
柄
）

▽
町
田
・
南
　
一
ノ
瀬

純
（
八
坂
）

▽
光
が
丘
四
季
の
香
　

浅
見
　
薫
（
北
原
）

▽
光
が
丘
四
季
の
香

石
井
東
子
（
八
坂
）

▽
光
が
丘
四
季
の
香

久
保
慶
介
（
下
石
神
井
）

▽
光
が
丘
四
季
の
香

森
　
栄
子
（
栄
）

▽
光
が
丘
春
の
風
　
江

森
由
英
（
富
士
見
台
）

▽
光
が
丘
秋
の
陽
　
道

盛
久
美
子
（
豊
玉
東
）

▽
光
が
丘
第
八
　
相
馬

恵
（
南
田
中
）

▽
赤
塚
新
町
　
野
村
ふ

じ
子
（
北
原
）

▽
赤
塚
新
町
　
伊
藤
佳

世
子
（
紅
梅
）

▽
赤
塚
新
町
　
三
橋
　

浩
（
高
島
第
二
）

▽
田
柄
第
二
　
小
林
公

子
（
旭
丘
）

▽
練
馬
　
黒
田
マ
サ
子

（
仲
町
）

▽
高
松
　
柿
木
孝
文

（
国
分
寺
第
五
）

▽
高
松
　
吉
田
里
枝

（
原
田
）

▽
北
原
　
中
村
由
美
子

（
大
泉
学
園
緑
）

▽
北
原
　
山
本
歩
美

（
開
進
第
二
）

▽
北
原
　
川
口
周
子

（
高
松
）

▽
旭
町
　
境
澤
雅
公

（
東
久
留
米
第
一
）

▽
成
増
　
藤
森
美
恵

（
板
橋
第
七
）

▽
成
増
　
大
澤
俊
一

（
志
村
第
四
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
開
進
第
一
　
池
田
美

佐
（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
仲
町
　
秋
山
智
恵
子

（
田
柄
）

▽
北
町
西
　
前
田
京
子

（
田
柄
）

▽
関
町
北
　
林
　
典
子

（
練
馬
）

▽
関
町
北
　
原
　
宏
美

（
北
原
）

▽
大
泉
学
園
　
齋
藤
み

ど
り
（
光
が
丘
夏
の
雲
）

▽
大
泉
学
園
桜
　
稲
垣

奈
緒
子
（
谷
原
中
）

▽
桃
花
　
松
浦
か
お
り

（
光
が
丘
夏
の
雲
）

▽
目
白
　
丸
野
智
絵

（
田
柄
第
二
）

▽
板
橋
第
五
　
鎌
田
雅

代
（
光
が
丘
秋
の
陽
）

▽
桜
川
　
赤
沼
貴
子

（
成
増
）

▽
北
野
　
名
地
佳
子

（
成
増
）

▽
檜
原
　
篠
原
彩
香

（
成
増
）

（
光
が
丘
第
四
）

▽
日
野
　
野
村
　
圭

（
田
柄
）

▽
南
中
野
　
室
伏
　
瞳

（
練
馬
東
）

▽
足
立
・
第
九
　
関
根

洋
介
（
豊
渓
）

▽
谷
中
　
高
橋
秀
彰

（
八
坂
）

▽
府
中
第
四
　
森
山
真

一
（
練
馬
東
）

▽
保
谷
　
保
谷
健
太
郎

（
光
が
丘
第
三
）

▽
大
賀
郷
　
朝
倉
弘
行

（
光
が
丘
第
一
）

【
光
が
丘
四
季
の
香
】

▽
小
島
み
な
み
（
下
里
）

【
光
が
丘
春
の
風
】

▽
安
藤
美
和
（
済
美
養
）

▽
橋
本
翔
太
（
山
崎
）

【
光
が
丘
夏
の
雲
】

▽
江
袋
華
織
（
桃
園
第

二
）▽

安
部
康
人
（
北
ノ
台
）

【
光
が
丘
秋
の
陽
】

▽
永
尾
清
夏
（
河
辺
）

【
赤
塚
新
町
】

▽
笹
口
知
子
（
啓
明
）

▽
大
島
文
絵
（
駒
込
）

▽
吉
水
　
新
（
尾
久
宮

前
）【

田
柄
】

▽
渡
邊
純
子
（
北
原
）

▽
安
井
雅
人
（
江
原
）

【
田
柄
第
二
】

▽
北
川
優
子
（
神
応
）

▽
川
波
一
喜
（
東
久
留

米
第
三
）

【
練
馬
】

▽
岩
佐
沙
恵
子
（
谷
戸
）

【
高
松
】

▽
三
田
玲
子
（
国
分
寺

第
九
）

【
北
原
】

▽
柿
原
の
ぞ
み
（
清
瀬

第
八
）

▽
古
屋
絵
理
子
（
多
田
）

【
豊
溪
】

▽
植
村
浩
一
（
小
平
第

九
）▽

関
根
ゆ
か
り
（
野
火

止
）【

旭
町
】

▽
柏
倉
　
唯
（
尾
久
西
）

▽
井
上
千
夏
（
中
野
本

郷
）【

成
増
】

▽
高
橋
純
子
（
清
明
）

▽
酒
見
則
子
（
谷
戸
第

二
）▽

若
林
裕
登
（
平
尾
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
余
丁
町
　
矢
吹
奈
緒

子
（
光
が
丘
春
の
風
）

▽
東
陽
　
黒
田
真
由
子

（
光
が
丘
春
の
風
）

▽
豊
洲
北
　
加
藤
義
貴

（
田
柄
第
二
）

▽
池
袋
　
井
上
裕
悟

（
田
柄
第
二
）

▽
王
子
第
二
　
井
上
祐

一
（
光
が
丘
第
八
）

▽
赤
羽
台
西
　
水
元
　

綾
（
豊
溪
）

▽
第
三
日
暮
里
　
三
木

真
理
子
（
成
増
）

▽
志
村
　
松
井
由
佳

（
旭
町
）

▽
板
橋
第
九
　
増
田
晶

子
（
赤
塚
新
町
）

▽
成
増
ヶ
丘
　
長
野
　

肇
（
光
が
丘
秋
の
陽
）

▽
梅
島
　
佐
々
木
幸
人

（
高
松
）

▽
第
三
葛
西
　
飯
塚

瞳
（
練
馬
）

▽
学
園
東
　
竹
内
弘
宣

（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
東
久
留
米
・
第
二

神
水
雅
人
（
光
が
丘
夏
の

雲
）▽

向
台
　
織
間
啓
守

（
田
柄
）

▽
上
向
台
　
平
野
勝
一

（
豊
溪
）

▽
栄
　
田
中
佳
奈
（
高

松
）▽

新
島
　
久
保
大
介

（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
光
丘
　
服
部
幸
一
郎

（
竹
早
）＊　

　
＊
　
　
＊

▽
淵
江
　
大
塚
雅
一

（
田
柄
）

▽
光
が
丘
第
一
　
境
田

聡
（
再
任
用
）

▽
光
が
丘
第
三
　
眞
々

田
　
透
（
大
泉
第
二
）

▽
田
柄
　
宮
古
　
登

（
飛
鳥
中
）

▽
練
馬
東
　
梅
原
　
久

（
西
巣
鴨
）

▽
八
坂
　
関
　
基
雄

（
光
が
丘
第
二
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
豊
玉
第
二
　
中
山

徹
（
田
柄
）

▽
桜
橋
　
根
岸
秀
夫

（
豊
渓
）

▽
石
神
井
南
　
児
島
泰

彦
（
八
坂
）

▽
光
が
丘
四
季
の
香

富
澤
泰
子
（
再
任
用
）

▽
光
が
丘
春
の
風
　
福

田
純
子
（
中
村
西
）

▽
豊
溪
　
渡
邊
重
幸

（
瑞
穂
）＊　

　
＊
　
　
＊

▽
中
村
　
井
上
　
靖

（
光
が
丘
春
の
風
）

▽
石
神
井
西
　
山
口
義

一
（
豊
溪
）

▽
板
橋
第
二
　
田
中
豊

一
（
光
が
丘
第
八
）

▽
天
津
わ
か
し
お
　
木

村
高
一
郎
（
赤
塚
新
町
）

▽
田
柄
　
桑
原
　
爾

（
石
神
井
）

▽
光
が
丘
第
二
　
前
田

康
夫
（
光
が
丘
第
四
）

▽
光
が
丘
第
四
　
小
室

賢
一
（
中
村
）

▽
練
馬
中
　
堀
内
雅
之

（
光
が
丘
第
四
）

▽
豊
渓
　
代
市
利
光

（
石
神
井
中
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
大
泉
学
園
桜
　
市
川

昌
彦
（
練
馬
）

▽
花
小
金
井
　
小
山
田

裕
子
（
八
坂
）

▽
光
が
丘
四
季
の
香

関
根
幸
男
（
清
瀬
第
十
）

▽
光
が
丘
第
八
　
後
藤

大
輔
（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
赤
塚
新
町
　
岡
澤
政

子
（
板
橋
第
一
中
）

▽
練
馬
　
清
水
　
毅

（
高
島
第
六
）

▽
高
松
　
佐
藤
か
ほ
里

（
練
馬
第
三
）

▽
北
原
　
佐
藤
和
枝

（
大
泉
第
六
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
大
泉
学
園
桜
　
西
田

智
男
（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
豊
玉
南
　
太
田
直
子

（
田
柄
第
二
）

▽
大
泉
学
園
緑
　
川
島

修
（
練
馬
）

▽
南
町
　
熊
倉
　
勝

（
高
松
）

▽
山
崎
　
中
島
亮
子

（
北
原
）

▽
田
柄
　
岡
部
宗
一

（
飛
鳥
）

▽
田
柄
　
松
田
秀
幸

（
桜
町
）＊　

　
＊
　
　
＊

▽
大
泉
桜
　
吉
川
　
学

（
田
柄
）

▽
光
が
丘
第
二
　
早
川

敏
男
（
田
柄
）

▽
田
柄
　
梅
宮
修
一

（
八
坂
）＊　

　
＊
　
　
＊

▽
大
泉
学
園
桜
　
渡
邊

貢
治
（
光
が
丘
第
一
）

▽
第
二
亀
戸
　
一
万
田

雄
三
（
田
柄
）

▽
目
黒
・
第
十
　
坂
下

眞
人
（
光
が
丘
第
二
）

▽
西
新
井
　
西
田
修
一

（
光
が
丘
第
四
）

▽
恩
方
　
小
田
則
久

（
光
が
丘
第
二
）

▽
光
が
丘
夏
の
雲
　
鈴

木
　
祥
（
八
坂
）

▽
光
が
丘
秋
の
陽
　
福

島
康
昭
（
旭
町
）

▽
田
柄
　
山
下
　
伸

（
仲
町
）

▽
田
柄
第
二
　
吉
田
光

男
（
光
が
丘
夏
の
雲
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
八
坂
　
本
間
章
郎

（
田
柄
）

▽
南
田
中
　
井
上
慎
美

子
（
光
が
丘
春
の
風
）

▽
向
台
　
福
神
　
淳

（
北
原
）

【
練
馬
】

▽
津
戸
智
子
（
江
北
）

【
田
柄
】

▽
梶
野
静
代
（
大
泉
桜
）

▽
鈴
木
浩
之
（
拝
島
）

▽
星
山
彩
佳
（
練
馬
工
）

▽
渡
邊
千
尋
（
葛
西
工
）

▽
新
井
亜
裕
美
（
南
葛

飾
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
新
宿
山
吹
　
鈴
木
智

香
久
（
田
柄
）

▽
上
野
　
林
　
美
智
香

（
田
柄
）

▽
八
王
子
東
　
宇
都
宮

裕
（
光
丘
）

▽
多
摩
　
柿
澤
詩
織

（
練
馬
）

▽
青
海
総
合
　
池
　
理

磨
子
（
田
柄
）

【
光
が
丘
第
一
】

▽
川
村
喬
之
（
清
瀬
第

二
）▽

牧
野
佳
代
（
南
）

【
光
が
丘
第
二
】

▽
粕
谷
剛
志
（
目
黒
第

四
）【

光
が
丘
第
三
】

▽
岩
田
尊
之
（
練
馬
）

【
光
が
丘
第
四
】

▽
千
葉
桂
子
（
荏
原
第

一
）【

田
柄
】

▽
山
本
俊
一
（
荒
川
第

一
）【

谷
原
】

▽
高
橋
隆
介
（
練
馬
特

別
支
援
）

【
豊
渓
】

▽
加
藤
伸
作
（
武
蔵
岡
）

【
八
坂
】

▽
石
川
達
也
（
武
蔵
野

第
二
）

▽
高
田
洋
稔
（
武
蔵
野

第
六
）

▽
市
原
英
明
（
済
美
養
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
亀
戸
　
奥
野
　
萌



一
般
の
人
が
土
地
取
引
（
更

地
）
の
資
産
評
価
を
判
断
す
る

に
あ
た
っ
て
土
地
の
適
性
評
価

を
判
断
す
る
目
安
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
目
安
が
１
平
方
㍍
当

り
の
「
公
示
地
価
」
で
単
位
は

１
０
０
０
円
。
１
０
０
円
台
は

切
り
捨
て
。
不
動
産
鑑
定
士
な

ど
鑑
定
評
価
や
公
共
用
地
の
取

得
価
格
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
が
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
１
月
１
日
時
点
の
公
示
地
価
を
、
３

月
18
日
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
住

宅
地
は
全
国
平
均
で
み
る
と
７
年
連
続

で
下
落
、
商
業
地
は
横
ば
い
と
な
っ
た
。

東
京
圏
の
住
宅
地
は
平
均
で
２
０
１

４
年
よ
り
０
・
５
％
増
で
昨
年
に
続
き

上
昇
し
た
。
同
商
業
地
も
、
２
・
０
％

増
で
昨
年
同
様
上
昇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
２

年
連
続
上
昇
し
た
。

本
紙
関
係
分
を
２
０
０
５
（
平
成
17
）

年
か
ら
の
10
年
間
と
今
年
を
表
に
し
た
。

公
示
地
価
と
は

２
年
連
続
で
上
昇

室賀　薫
（前光が丘第三中学校）

茂木義人
（前練馬東中学校）

田川敏之
（元田柄中学校）

竹浪隆良
（前光丘高校）



 

 

 

初
級
コ
ー
ス

①
地
震
発
生
！

そ
の
瞬
間
を
生
き
延
び
る
＝
５
月

18
日
（
月
）
23
日
（
土
）
②
安
全

に
避
難
す
る
た
め
の
視
点
を
学

ぶ
＝
５
月
29
日
（
金
）
６
月
13
日

（
土
）
③
避
難
生
活
の
課
題
と
必
要

な
対
策
を
知
る
＝
６
月
12
日
（
金
）

28
日
（
日
）
④
各
家
庭
で
必
要
な

防
災
対
策
を
考
え
る
＝
７
月
１
日

（
水
）
８
月
１
日
（
土
）

中
級
コ
ー
ス

①
共
助
の
活
動

の
重
要
性
と
具
体
的
な
活
動
を
知

る
＝
６
月
23
日
（
火
）
20
日
（
土
）

②
地
域
に
あ
る
防
災
資
器
材
を
体

験
す
る
＝
７
月
９
日
（
木
）
４
日

（
土
）
③
避
難
拠
点
の
運
営
方
法
に

つ
い
て
学
ぶ
＝
７
月
23
日
（
木
）

25
日
（
土
）
④
地
域
で
自
身
に
な

に
が
で
き
る
か
を
考
え
る
＝
８
月

４
日
（
火
）
８
日
（
土
）

時
間
は
各
日
14
時
〜
17
時

夜
間
コ
ー
ス

①
地
震
発
生
！

そ
の
瞬
間
を
生
き
延
び
る
＝
６
月

22
日
（
月
）
②
区
で
想
定
さ
れ
る

被
害
を
知
り
、
災
害
時
の
ジ
レ
ン

マ
場
面
を
体
験
す
る
＝
７
月
15
日

（
水
）
③
各
家
庭
で
必
要
な
防
災
対

策
を
考
え
る
＝
８
月
５
日
（
水
）

④
帰
宅
困
難
者
を
取
り
巻
く
課
題

と
自
助
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
＝

８
月
31
日
（
月
）

時
間
19
時
か
ら
21
時

会
場
は
、
い
ず
れ
も
練
馬
区
役

所
、
各
先
着
40
名
。
申
込
は
防
災

学
習
セ
ン
タ
ー
　
☎
（
５
９
９
７
）

６
４
７
１

光が丘警察署（署長　堀之内幸二）は、少年たちの健全

育成活動の一環として光が丘公園ふれあいの径で「絆花壇」

作りを3月12日光が丘一中・二中・三中・四中・豊渓中と

練馬特別支援学校の生徒ら37名と実施した。

毎年恒例行事で今回も、光が丘三中園芸部佐藤めぐみ先

生の指導でパンジーを主として250株を植付け、規範意識

の高揚、非行、被害防止を願い参加校との交流を深めた。

出来上がった花壇は、春の太陽を連想する黄色、赤色ピ

ンク色で明るい大地を表し、心の憂いを柔らげる薄紫色で

仕上がり、径ゆく人にほほえみをなげかけている。

天・地・人を表現「絆」花壇

提供：神戸市

提供：（財）消防科学総合センター

田
柄
中
学
校
（
校
長

中
山
　
徹
　
生
徒
数

５
２
６
）
卒
業
を
祝
う

演
奏
会
が
３
月
25
日
、

Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

18
時
よ
り
、
三
年

吹
奏
楽
部
19
名
に
よ

る
企
画
で
進
行
さ
れ
、

第
１
部
は
ポ
ッ
プ
ス
・

第
２
部
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
第
３
部
Ｔ
Ｗ
Ｏ
ス

テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
客
席

で
の
数
々
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
満
席
の
ホ
ー

ル
を
桜
色
に
染
め
た
。

曲
目
　
千
本
桜
　
校

歌
　
雨
の
ち
ハ
レ
ル
ヤ

よ
う
か
い
体
操
第
一
　

ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
　
名

も
な
き
物
語
　
ア
ナ
と

雪
の
女
王
よ
り
〜
あ
り

の
ま
ま
で
〜
　
ピ
チ
カ

ー
ト
ポ
ル
カ
　
デ
ィ
ベ

ル
テ
ィ
メ
ン
ト
　
星
物

語
　
あ
し
ぶ
え
　
Ｏ
Ｖ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
　
Ｆ
Ｏ

Ｒ
　
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｓ
　
Ｈ

ｕ
ｎ
ｇ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
ｎ

Ｒ
ａ
ｐ
ｓ
ｏ
ｄ
ｙ
Ｎ
ｏ

２
　
Ｐ
ｏ
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｔ

ｓ
ｉ
ａ
ｎ
　
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ

ｅ
　
行
進
曲
『
春
の
道

を
歩
こ
う
』



◆
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協

同
組
合
・
東
京
＝
い
ま
資

料
請
求
す
る
と
毎
月
２
０

０
０
名
さ
ま
限
定
で
27
年

８
月
末
日
ま
で
、
選
べ
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
中
。
(A)
ブ
ラ
ン

ド
豚
肉
・
平
田
牧
場
セ
ッ

ト
、
人
気
の
平
田
牧
場
三

元
豚
ロ
ー
ス
ス
ラ
イ
ス
１

６
０
㌘
と
同
豚
肉
使
用
の

無
塩
せ
き
ポ
ー
ク
ウ
ィ
ン

ナ
ー
１
０
０
㌘
。
(B)
こ
れ

１
本
で
お
料
理
万
能
！
万

能
つ
ゆ
セ
ッ
ト
、
麺
類
や

煮
物
が
簡
単
に
美
味
し
く

つ
く
れ
ち
ゃ
う
万
能
つ
ゆ

５
０
０
㍉
㍑
と
岩
手
県
産

南
部
小
麦
１
０
０
㌫
の
南

部
地
粉
う
ど
ん
１
袋
。
(A)

(B)
ど
ち
ら
か
を
選
べ
る
。

生
活
ク
ラ
ブ
に
は
、
生
産

者
と
協
力
し
て
作
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
食
材
が
毎
週
約

６
０
０
品
目
あ
る
。

Tel
０
１
２
０
（
１
３
３
）
３

８
３

 

【
Ｉ
Ｍ
Ａ
東
館
】

▽
イ
ー
オ
ン
こ
ど
も
英

会
話
（
２
階
）
＝
１
歳
児

か
ら
中
学
生
ま
で
の
年
齢

別
ク
ラ
ス
編
成
な
の
で
き

め
細
か
い
指
導
が
受
け
ら

れ
る
。
習
い
事
が
初
め
て

英
会
話
が
初
め
て
の
子
ど

も
た
ち
も
担
任
教
師
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
で
安
心
。

各
ク
ラ
ス
定
員
制
、
こ
ど

も
の
お
た
め
し
英
会
話
は

４
回
３
５
０
０
円
、
週
１

回
１
か
月
コ
ー
ス
も
あ

る
。
税
抜
き
。
入
学
金
通

常
１
万
８
０
０
円
が
４
月

28
日
ま
で
無
料
。
春
期
ス

タ
ー
ト
生
最
終
受
付
・
ラ

ス
ト
チ
ャ
ン
ス
。

Tel
０
８
０
０
（
１
１
１
）
１

１
１
１

 

入
学
金
１
万
８
０
０
円
が
無
料

▽
東
洋
宣
教
教
会
（
４

丁
目
）
＝
子
ど
も
た
ち
の

為
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ

を
再
開
す
る
。
山
路
ゆ
う

子
ゴ
ス
ペ
ル
ス
ク
ー
ル
は

４
月
26
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
無
料
自
主
レ
ッ
ス
ン

は
、
第
２
日
曜
日
12
時
45

分
か
ら
13
時
45
分
。
第
４

日
曜
日
14
時
か
ら
15
時

30
分
は
３
か
月
３
０
０
０

円
、
体
験
は
５
０
０
円
。

ラ
イ
ブ
収
益
金
は
養
護
施

設
に
寄
付
・
慰
問
も
。

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
認

定
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
身

体
に
優
し
い
体
操
ス
ク
ー

ル
。
毎
週
木
曜
日
13
時
か

ら
14
時
20
分
　
８
回
４
０

０
０
円
。

韓
国
語
講
座
は
毎
週
火

曜
日
11
時
30
分
か
ら
１
時

間
、
こ
ど
も
英
語
は
同
15

時
30
分
か
ら
１
時
間
。
１

レ
ッ
ス
ン
１
０
０
０
円
。

Tel
（
３
５
７
７
）
１
０
４
４

ゴ
ス
ペ
ル
ス
ク
ー
ル
体
験
５
０
０
円

資
料
請
求
で
自
慢
の
食
材
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

みどりをテーマにしたさまざまな練馬区の写真を募集中。植物・生
き物・建物・乗り物・食べ物のみどりなど…練馬で見つけた色とりど
りの魅力を、ウェブサイトから投稿、または、持参、郵送も。
持参・郵送の場合　写真と①住所②氏名（ふりがな）③電話番号④
作品へのコメント（30字以内）⑤撮影した時期と場所を記載したもの
を、5月31日（消印有効）までに〒176-8501区役所内広聴広報課「よ
りどりみどり練馬」担当（本庁舎7階）まで　☎5984-1089
写真は、写真展やモザイクアートで展開。この街の魅力が詰まった
新しいみどり色を創り上げて、CMやイベントなどさまざまな場面で発
信していく。詳細はねりま区報、よりどりみどり練馬のホームページ
で随時公開している。

「みどり」をテーマにした練馬区の写真



Ｅ
Ｘ
Ｏ
　
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ

東
京
レ
プ
タ
イ
ル
ズ
ワ

ー
ル
ド
２
０
１
５

ご
招
待
券

日
時
５
月
16
日
（
土
）

17
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

会
場
　
池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
　
展
示
ホ
ー

ル
Ａ日

本
最
大
規
模
の
爬
虫

類
と
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
ア
ニ

マ
ル
の
展
示
・
販
売
会
・

初
心
者
向
け
飼
育
相
談
会

を
開
催
す
る
。
今
回
の
５

周
年
を
記
念
し
て
、
東
京

フ
ク
ロ
ウ
カ
フ
ェ
に
は
黄

金
に
輝
く
生
き
た
フ
ク
ロ

ウ
が
や
っ
て
く
る
。
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
は
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ

さ
ん
、
田
向
先
生
、
冨
永

明
さ
ん
。

招
待
券
を
希
望
の
方

は
ハ
ガ
キ
に
〒
179
0072

練

馬
区
光
が
丘
２
ー
10
ー
１

Ｉ
Ｍ
Ａ
東
館
１
階
　
光
が

丘
新
聞
社
へ
　
プ
レ
ゼ
ン

ト
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

１
枚
１
４
０
０
円
の
券

を
10
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

締
め
切
り
、
４
月
15
日

ま
で
。

大
規
模
高
層
高
密
度

開
発
地
で
あ
る
た
め
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
集
中

監
視
・
地
域
暖
（
冷
）

房
給
湯
シ
ス
テ
ム
は
集

約
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
ほ
か
当
時
の
住
民

要
求
度
、
都
市
要
求
度

及
び
経
済
性
等
で
ニ
ー

ズ
が
高
か
っ
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
（
ケ
ー
ブ
ル

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
）
の
実
現
に

は
、
伝
送
方
式
で
当
時

主
流
で
あ
っ
た
同
軸
ケ

ー
ブ
ル
か
ら
光
が
丘
で

大
容
量
の
情
報
を
伝
送

で
き
る
画
期
的
な
最
新

技
術
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
を
採
用
し
た

こ
と
が
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。
光
フ
ァ
イ
バ

ー
伝
送
は
①
大
容
量
・

高
速
伝
送
②
細
芯
軽
量

の
通
信
線
③
無
中
継
長

距
離
伝
送
が
可
能
④
電

磁
誘
導
を
う
け
な
い
等

の
特
長
が
あ
る
。
こ
の

伝
送
方
式
で
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ

で
、
Ｔ
Ｖ
・
Ｆ
Ｍ
再
送

信
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内

監
視
、
非
常
時
イ
ン
タ

ー
ホ
ン
・
ホ
ー
ル
放
送
、

防
災
設
備
・
共
用
設
備

の
監
視
を
計
画
し
た
。

こ
の
内
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
共
同
監
視
や
防
災
関

係
監
視
シ
ス
テ
ム
等
を

大
規
模
団
地
で
一
体
的

に
行
う
こ
と
は
国
内
初

と
さ
れ
注
目
さ
れ
た
。

特
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
共

同
監
視
は
、
１
８
０
台

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
を

15
台
の
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ

ー
で
24
時
間
監
視
を
行

う
と
い
う
も
の
で
、
当

時
問
題
に
な
っ
て
い
た

犯
罪
防
止
だ
け
で
な
く
、

い
た
ず
ら
・
放
尿
防
止

等
に
期
待
さ
れ
て
い
た
。

尚
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内

の
カ
メ
ラ
の
取
付
け
位

置
の
検
討
は
多
摩
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
第
１
期
高

層
住
宅
で
行
わ
れ
た
。

地
域
暖
（
冷
）
房
給

湯
は
、
当
時
類
似
の
高

層
団
地
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
８
割
以

上
の
人
が
地
域
暖
房
給

湯
の
必
要
性
を
回
答
し

て
い
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
は
、
軽
油
・
灯
油
・

重
油
・
ガ
ス
・
電
力
の

中
で
灯
油
が
一
番
経
済

的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

た
が
、
大
規
模
高
層
高

密
度
住
宅
地
と
い
う
こ

と
で
ガ
ス
方
式
と
現
方

式
の
検
討
を
行
っ
た
。

そ
し
て
光
が
丘
清
掃
工

場
内
の
ゴ
ミ
焼
却
排
熱

を
利
用
し
た
発
電
所
か

ら
出
る
蒸
気
復
水
排
熱
、

つ
ま
り
排
熱
の
ま
た
排

熱
（
30
℃
〜
45
℃
）
と

地
区
西
側
の
道
路
の
地

下
を
走
る
超
高
圧
地
中

送
電
線
の
冷
却
排
熱

（
20
℃
〜
24
℃
）
を
蓄
熱

槽
に
回
収
、
地
域
暖
冷

房
・
給
湯
を
行
う
と
い

う
時
代
を
先
取
り
し
た

現
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。

本
方
式
の
推
進
本
体
は

東
京
電
力
㈱
本
社
の
営

業
開
発
部
門
で
、
当
時

余
っ
て
い
た
深
夜
電
力

を
活
用
し
た
省
エ
ネ
型

の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
対
す
る
オ
ー
ル
東
京

電
力
㈱
の
意
気
込
み
は

相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。

公
団
・
公
社
住
宅
は
暖

房
給
湯
、
都
営
住
宅
は

給
湯
、
中
心
施
設
等
は

暖
冷
房
給
湯
で
あ
っ
た

が
、
熱
供
給
社
側
か
ら

は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式

シ
ス
テ
ム
の
本
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
す
よ
う
公
団

住
宅
に
つ
い
て
冷
房
付

加
の
打
診
が
あ
っ
た
が

時
期
尚
早
と
い
う
こ
と

で
導
入
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
２
つ
の
事
業

は
、
今
か
ら
44
年
前
に

計
画
、
32
年
前
に
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
安
全

性
・
快
適
性
・
省
エ
ネ

性
等
で
時
代
を
先
取
り

し
た
も
の
と
し
て
今
な

お
輝
い
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
他
検
討
し
た
設

備
で
は
、
真
空
集
塵

（
地
区
全
体
掃
除
機
で
覆

う
様
な
シ
ス
テ
ム
）
は

都
の
清
掃
事
業
方
針
に

合
わ
ず
不
採
用
と
な
り
、

動
く
歩
道
・
デ
マ
ン
ド

バ
ス
（
バ
ス
と
タ
ク
シ

ー
の
中
間
的
な
乗
物
）

は
採
算
上
で
不
成
立
と

な
っ
た
。
ま
た
、
計
画

当
初
の
１
９
７
１
年
頃

は
ま
だ
な
か
っ
た
浴
室

乾
燥
機
は
ニ
ー
ズ
の
声

を
メ
ー
カ
ー
に
届
け
開

発
を
期
待
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

昭
和
13
年
新
潟
県
生

ま
れ
　
神
奈
川
県
川
崎

市
在
住
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上
　
十
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特
別
設
備
計
画

Ｃ
Ｉ
Ｓ
・
地
域
暖
（
冷
）
房
は

ど
う
し
て
で
き
た
か

光
が
丘
Ｐ
Ｔ
計
画
⑨


